
 自然
し ぜ ん

豊
ゆた

かな桶ケ谷沼ではトンボだけでなくいろいろな昆虫を見つけることができます。 

かっこいい昆虫、色
いろ

鮮
あざ

やかな昆虫、珍
めずら

しい昆虫もいます。昆虫たちに会
あ

いに来
き

ませんか。 

ヒラタクワガタ 

名前の由来は平
ひら

べったい

体形
たいけい

をしていることから。

まれに 10cm ぐらいの大き

さの個体も見つかる。 

ノコギリクワガタ 

名前の由来はオスの大顎
おおあご

の内側
うちがわ

にノコギリのよう

な歯
は

が多く並
なら

んでいるこ

とから。

カナブン 

背面
はいめん

は金属光沢がある。多

くは色が茶色
ちゃいろ

で、他に緑色

のアオカナブン、黒色
くろいろ

のク

ロカナブンがいる。 

ゴマダラカミキリ 

体は黒色で、白
しろ

や黄色
き い ろ

の小
ちい

さな斑点
はんてん

が散
ちら

らばってい

る。ヤナギ類
るい

や柑橘類
かんきつるい

の

樹皮
じ ゅ ひ

を食
た

べる。 

シロスジカミキリ 

体長が 5cm 前後の大型
おおがた

の

カミキリムシ。背中
せ な か

の黄色

の縦長
たてなが

の斑点は死
し

ぬと白

色になる。 

リンゴカミキリ 

サクラやナシなどのバラ

科の植物の葉の裏
うら

の葉 脈
ようみゃく

を食べる。体長は 1.5cm

前後。 

ミドリカミキリ 

クリやウツギの花粉
か ふ ん

を食

べる。体長は 2cm程度
て い ど

で金

属光沢のある緑色から赤
あか

銅
どう

色
いろ

をしている。 

コアオハナムグリ 

背面は緑色や銅
どう

色
いろ

で白点
はくてん

がある。体
からだ

には細
こま

かい毛
け

がはえている。キク科
か

の

植
しょく

物
ぶつ

の花
はな

に集
あつ

まる。 

開館時間：午前９時～午後５時 (月曜日 休館) 

住所：〒438-0016 磐田市岩井 315 番地   

電話：0538-39-3022  FAX：0538-39-3023 

カブトムシ 

雑
ぞう

木林
きばやし

のクヌギなどの木

で見られる。名前
な ま え

の由来
ゆ ら い

は

オスの角
つの

が兜
かぶと

の前
まえ

立
た

てに

似
に

ていることから。 

マメコガネ 

体長
たいちょう

1cm前後
ぜ ん ご

の小型
こ が た

のコ

ガネムシ。マメ科やブド

ウ科などの植物の葉や花

を食べる。 

コクワガタ 

他
ほか

のクワガタと比
くら

べると

少
すこ

し小型
こ が た

。日本
に ほ ん

で見られる

クワガタの中では個体数
こたいすう

が多
おお

い。 

タマムシ 

金属
きんぞく

光沢
こうたく

のある緑 色
みどりいろ

で虹
にじ

のような赤色
あかいろ

の筋
すじ

が入
はい

る。

成 虫
せいちゅう

はエノキやケヤキ、

サクラの葉
は

を食
た

べる。 



チョウとガのちがいって・・・何
なに

？
左の写真

しゃしん

の昆虫は何でしょう。ハチ・・？。確
たし

かに、ハ

チに似
に

てますね。でも、正解
せいかい

は・・「オオスカシバ」という

ガの仲間
な か ま

です 

ところで、チョウとガの

違
ちが

いは何でしょう？ 

色（きれいさ）？、体の

太
ふと

さ？、ハネの形？、とま

ったときのハネ？、鱗
りん

粉
ぷん

？、

活動
かつどう

の時間
じ か ん

？、サナギの特長
とくちょう

？、等々
などなど

、さまざまな視点
し て ん

がありますが、

「これ！」といったものはありません。 

もともとチョウとガは鱗翅目
りんしもく

という同
おな

じ仲間です。日本では区別
く べ つ

をし

ていますが、区別をしない国
くに

もありますし、日本とは違った区別の方法
ほうほう

を

している国もあります。 

日本では、上記
じょうき

のようにいろいろな条件
じょうけん

で区別されていますが、最
もっと

もポピュラーな区別の方法は触覚
しょっかく

の形
かたち

です。図①のようにチョウの触角は先端部がマッチ棒のように急
きゅう

に膨らんだつくりをしています。

これに対してガの触角は先端に行くにしたがって細
ほそ

くなっていたり（図②）、細い毛
け

で覆
おお

われていたり（図

③）、櫛
くし

歯状
はじょう

になっていたりするものもあります（図④）。ただし他の条件と同様
どうよう

で例外
れいがい

はあります。 

チョウやガを見つけたら、触覚を見てチョウの仲間なのかガの仲間なのか調
しら

べてみてください。 

「秋の昆虫観察」
☆日時

にちじ

     10 月１日（日） 13：30～15：30 

☆場所
ばしょ

     桶ケ谷沼ビジターセンター、桶ケ谷沼 

☆対象
たいしょう

     一般
いっぱん

（小学生は保護者
ほ ご し ゃ

同伴
どうはん

で、未就学児
みしゅうがくじ

の参加
さんか

・見学
けんがく

はご遠慮
えんりょ

ください） 

☆内容
ないよう

     秋
あき

の昆虫
こんちゅう

に関する講義
こうぎ

を受
う

けた後
あと

、桶ケ谷沼に出
で

かけ初秋
しょしゅう

の昆虫を観察
かんさつ

します。雨天
うてん

の場合は室内
しつない

での講義となります。 

☆服装
ふくそう

・持
も

ち物
もの

 講義中はマスク着用
ちゃくよう

、野外
やがい

で観察ができる服装（長
なが

そで、長ズボン、帽子
ぼうし

）、 

水筒
すいとう

、タオル、長靴
ながぐつ

、カッパ（少雨
しょうう

の場合）、虫取
むしと

り網
あみ

・虫かご・虫眼鏡
めがね

（ある人）

        ＊捕
つか

まえた昆虫は観察後逃
に

がします。 

☆募集
ぼしゅう

人数
にんずう

   20 人 

図① チョウの触覚 

多くのチョウの触覚は、先
せん

端
たん

がマッチ棒
ぼう

のように膨
ふく

ら

んだつくりをしている。

図②  

先端に行くにしたがって細い

図③  

細い毛でおおわれている 

図④  

櫛歯状になっている

ガの触覚 


